
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 ■震度ハザードマップの作成例 
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技術相談 

提供可能技術： 

・設計用地震動算定 

・詳細震度・液状化ハザードマップの作成 

・ 

 

 
研究内容： 震度・液状化ハザードマップの作成と活用 

震度ハザードマップは、自治体における防災マップ、企業における BCP 策定の基礎資料となる他、時刻歴地震動

波形は耐震設計用の入力波形として欠かせない。想定される巨大地震に対する地震動算定システムにより、シナリ

オ地震に基づく地震動予測を行い、自治体レベルでの詳細震度・液状化ハザードを作成する。重要構造物の耐震性評

価に際し、必要となる設計用地震波形の作成も可能。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

提供可能な設備・機器：  

名称・型番（メーカー） 

FDEL (地盤震動解析ソフト)  

EMPR (強震動予測ソフト)  

  

  

  

 

 

  


